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生殖腺指数は、キビナゴの

体重に対する卵巣・精巣の

重さの割合を指標にしたも

のです。卵巣・精巣が発達し

たキビナゴが多い月に色を

つけています。 

図４ 五島海区におけるキビナゴの資源量指数 

図３ 生殖腺熟度指数の月別の推移 
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図２ 五島標本漁協のキビナゴの漁獲量 
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Ⅰ．漁獲量の動向  

 五島海区におけるキ

ビナゴの漁獲量は、近

年７５０トン前後で推移

していましたが、平成３

０年の漁獲量は、９４０

トンで前年を上回り（前

年比１３１％）、過去１０

年で最高となりました。 

 

平成３０年の標本漁協におけるキビナゴの月別漁獲量は、平年

より少なかった９月を除き、３～５月、８月、１０～１２月は平年より

多く、好漁で推移しました。（図２） 

 

 

Ⅱ．近年の産卵期の特徴  

 既往の知見では、五島海区におけるキ

ビナゴの産卵期は６～９月と考えられてい

ます。直近５年の産卵期を見ると、平成２

６年は概ね平年どおり、平成２７～２９年

は１０月まで、平成３０年は７～９月まで成

熟したキビナゴが確認される等、産卵期に

若干の年変動が生じています。（図３） 

 

 

Ⅲ．資源評価  

 五島海区の漁獲量から算出した資源量指数から、

平成３０年におけるキビナゴの資源水準は中位にあり、

過去５年間の動向から横ばいと判断しました。（図４） 
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五五島島海海区区ににおおけけるるキキビビナナゴゴのの資資源源水水準準はは中中位位、、動動向向はは横横ばばいいとと判判断断さされれまますす  

  

五島海区におけるキビナゴの資源評価 
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位 

※過去５年間の平均値より２０％以上下回った場合を「少ない」、上回った場合を「多い」としました。 

※ H27は６月と７月は欠測のためデータがありません。 
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図１ 五島海区におけるキビナゴの漁獲量 

（H18までは農林水産統計年報、それ以降は推定値） 
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※ 資源水準：H1～H29の資源量指数の最大値と最小値の間を３分割し、      

0.9以下を低位、0.9～1.4 を中位、1.4以上を高位としました。 

資源動向：過去５年間の資源量指数の平均値より 20％以上下回った場合を 

「少ない」、上回った場合を「多い」、中間を「横ばい」としました。 

（図１） 
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